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 http://www.eIRC.co. jp でも調査資料の詳細がご覧いただけます。　　　

　トヨタ自動車は2010年の世界販売台数(ダイハツ、日野含む)を09年実績比で6％増の827万台とする計画

を発表、実現すれば07年以来3年振りの増加に転じることとなる。また、2010年 3月期の営業利益は緊急

収益改善活動が計画以上に効果を上げ、期初予想の3,500億円の赤字から1,475億円の黒字となった。これに

より最悪期は脱したといえるもののリコール問題もあり予断を許さない状況にある。

　本調査資料は、中国やインドなど新興国を中心とした開拓を進めるとともに、ハイブリッドを軸にした環

境対応車の積極投入により、回復起動への復帰を目指すトヨタ自動車と同社を支えるグループ企業、協力会

組織の協豊会、栄豊会加盟企業、及び2～3次協力メーカー710社における生産、販売、購買、海外戦略な

どの企業動向を独自取材により明らかにした調査資料です。貴社にて是非ご利用下さい。

発刊にあたり

 トヨタ自動車グループの実態
　　　　　　　　　　　2010年版

   　  エコカー・次世代自動車、新興国市場で攻勢をかける
トヨタ自動車の生き残り戦略を徹底解明！

好評受付中！ 2010年6月30日発刊
■体　　裁：Ａ４判／９２６頁
■定　　価：６０，９００ 円

（価格は税込、送料込み）

《 内 容 見 本 》「トヨタ自動車グループの実態2010年版」より

ケーブル工業㈱ 全車種 -
(間接)ｽﾋﾟｰﾄﾞﾒｰﾀｰｹｰﾌﾞﾙ/ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ･ｳｫｯｼｬｰﾚﾍﾞﾙｽｲｯﾁ/ｴｱｺﾝ用内気温ｾﾝｻ/日射ｾﾝｻ[ﾃﾞ
ﾝｿｰ経由]─(全車種)

ゲイツ・ユニッ
タ・アジア㈱

18,30など － (直納)ﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄ─(18,30)､この他輸出向けﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ､ﾊｲﾗｯｸｽ(各KDｴﾝｼﾞﾝ仕様)
にﾀｲﾐﾝｸﾞﾍﾞﾙﾄを納入

㈱小糸製作所 ○ ○
(直納)ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾗﾝﾌﾟ､ﾊｲﾏｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ､ﾌｫｸﾞﾗﾝﾌﾟ
(間接)ﾊｲﾏｳﾝﾄｽﾄｯﾌﾟﾗﾝﾌﾟ[ｱｲｼﾝ精機､ｲﾉｱｯｸｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ､ﾄﾖﾀ紡織経由]
(輸出)ﾍｯﾄﾞﾗﾝﾌﾟ､ﾘﾔｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝﾗﾝﾌﾟ

光生アルミニュー
ム工業㈱

4,7,10,13,15,17,
25～27,51,59

－ (直納)ｱﾙﾐﾎｲｰﾙ─(4,7,10,13,17,25～27,51,59)､ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ─(15)
(間接)ﾌﾞﾚｰｷ部品[ｱｲｼﾝ精機経由]─(15)

㈱神戸製鋼所 ○ － (直納)高張力鋼板､ｱﾙﾐ素形材など

小島プレス工業㈱ 全車種 ○

(直納)ｸﾞﾛｰﾌﾞﾎﾞｯｸｽ/ｱｯｼｭﾄﾚｰなど樹脂部品─(全車種)､ｲﾝﾊﾞｰﾀｰｶﾊﾞｰなどﾌﾟﾚｽ部品､
ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｺﾝｿｰﾙ､ﾋｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙ
(間接)各種自動車部品[ﾃﾞﾝｿｰ､ﾄﾖﾀ紡織､ﾄﾖﾀ車体など経由]
(輸出)小物ﾌﾟﾚｽ部品

サンコール㈱ 全車種 －

(直納)等速ｼﾞｮｲﾝﾄ用ﾌﾞｰﾂｸﾗﾝﾌﾟ─(ほぼ全車種)､この他ﾊﾞﾙﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ､ﾄﾞﾗｲﾌﾞﾌﾟﾚｰ
ﾄ､ﾊﾞﾙﾌﾞｺｯﾀ､ABSｱｸﾁｭｴｰﾀｰ用部品､AT部品､ABS回転ｾﾝｻﾘﾝｸﾞ､HV用部品を納入
(間接)AT構成部品[ｱｲｼﾝ･ｴｨ･ﾀﾞﾌ゙ ﾘｭ経由]─(全車種)､ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄﾘﾄﾗｸﾀｰｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ[東海
理化など経由]､ﾌﾗｲﾎｲｰﾙ用ﾘﾝｸﾞｷﾞｱ[ｱｲｼﾝ高丘経由]

サンショウ㈱ 全車種 -
(直納)ﾂｰﾙﾊﾞｯｸﾞ/純正ｵﾌﾟｼｮﾝ用ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞｺﾝｿｰﾙなど室内用品{樹脂製}-(全車種)
(間接)ﾂｰﾙﾊﾞｯｸﾞ[ｷﾑﾗﾕﾆﾃｨｰ､京都機械工業経由]

三桜工業㈱

3,5～8,10,
12～15,17,
20～26,30,31,
38,39,41,42,44,
46～49,51～53,
56～58,61

-
(直納)ﾌｭｰｴﾙﾁｭｰﾌﾞ─(3,5～7,10,12～15,17,20～26,30,31,41,42,44,48,49,51～
53,57)､同[FTS経由]､ﾌﾞﾚｰｷﾁｭｰﾌﾞ─(10,26,30,38,39,46,51～53,58) ､ｳｫｰﾀｰﾊﾟｲﾌﾟ
─(15,38,39,47,51,52,56,61)､同[豊田自動織機経由]､ﾃﾞﾘﾊﾞﾘﾊﾟｲﾌﾟ─(6,8,56)

㈱三五 ○ － (直納)ｴｷｿﾞｰｽﾄﾊﾟｲﾌﾟ､ｴｷｿﾞｰｽﾄﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ､ｻｲﾄﾞﾄﾞｱﾋﾞｰﾑ､ｲﾝﾊﾟﾈﾘｲﾝﾌｫｰｽﾒﾝﾄ､ﾍﾟﾀﾞﾙなど

ＧＫＮドライブ
ラインジャパン㈱

11,14,28,29,
32,38,43,46,
51～54,56,61

○

(直納)ﾋﾞｽｶｽｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ─(11,14,28,29,32,38,43,46,51～54,56,61)､同[豊精密工
業経由]─(43)､同[ｼﾞｪｲﾃｸﾄ経由]─(56)
(間接)ﾋﾞｽｶｽｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ[ﾀﾞｲﾊﾂ経由]─(51～53)
(輸出)ﾃﾞﾌｹｰｽ<ｱﾒﾘｶ>

ＪＦＥスチール㈱ 全車種 - (直納)各種鋼板─(全車種)
シェフラー
ジャパン㈱ ○ － (直納)ｴﾝｼﾞﾝ部品{動弁系､補機系}､ﾄﾗﾝｽﾐｯｼｮﾝ部品､ｸﾗｯﾁ

(直納)ﾄﾞｱﾌﾚｰﾑ─(1～3,10,12,17,26,27,30～32,49,58,60,61)､ｳｲﾝﾄﾞﾚｷﾞｭﾚｰﾀｰ{ﾌﾛ
ﾝﾄ}─(1,4,9～11,14,16～23,26～32,34,35,37～41,46,51,53～55,57～61)､同{ﾘ

第Ⅱ－３表　エンジン諸元(ガソリン)⑴
ﾊﾞﾙﾌﾞ ﾊﾞﾙﾌﾞ 排気量 内径×行程 最高出力 最大トルク 燃料供
数 制御 (cc) (mm) (kW/r.p.m)(N･m/r.p.m) 給装置

1GZ-FE V型12気筒DOHC 48 VVT-i 4996 81.0×80.8 10.5 206/5200 460/4000 EFI ｾﾝﾁｭﾘｰ ｺﾗﾑｼﾌﾄ

2UR-GSE V型8気筒DOHC 32
Dual
VVT-i+
VVT-iE
4968 94.0×89.5 11.8 311/6600 505/5200 D-4S ﾚｸｻｽIS F IS F

2UR-FSE
V型8気筒DOHC
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ)

32
Dual
VVT-i+
VVT-iE
4968 94.0×89.5 11.8 290/6400 520/4000 D-4S ﾚｸｻｽLS LS600h

1UR-FSE V型8気筒DOHC 32 4608 94.0×83.0 11.8 283/6400 500/4100 D-4S LS460L
270/6400 473/4100 LS460L
255/6400 460/4100 ﾚｸｻｽGS GS460

ｸﾗｳﾝ ﾏｼﾞｪｽﾀ Gﾀｲﾌﾟ､

1UR-FE V型8気筒DOHC 32
Dual
VVT-i
4608 94.0×84.0 10.2 234/5600 460/3400 EFI ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ AX､ZX

3UZ-FE V型8気筒DOHC 32 VVT-i 4292 91.0×82.5 10.5 206/5600 430/3400 EFI ﾚｸｻｽSC SC430
ｸﾗｳﾝ ﾏｼﾞｪｽﾀ i-Four

1GR-FE
V型6気筒DOHC

24
Dual
VVT-i
3955 94.0×95.0 10.4 203/5600 380/4400 EFI

ﾗﾝﾄﾞｸﾙｰｻﾞｰ
ﾌﾟﾗﾄﾞ

TZ-G､T

2GR-FSE V型6気筒DOHC 24 Dual 3456 94.0×83.0 11.8 234/6400 380/4800 D-4S ﾚｸｻｽIS IS350
VVT-i ﾏｰｸX 350S

232/6400 377/4800 ﾚｸｻｽGS GS350
ｸﾗｳﾝ ｱｽﾘｰﾄ 3.5ｱｽﾘ

V型6気筒DOHC 218/6400 368/4800 ﾚｸｻｽGS GS450h
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ) ｸﾗｳﾝ ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ ﾊｲﾌﾞﾘｯ

2GR-FXE
V型6気筒DOHC
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ)

24
Dual
VVT-i
3456 94.0×83.0 12.5 183/6000 317/4800 EFI ﾚｸｻｽRX RX450h

型式 種　　類

Dual
VVT-i+
VVT-iE

圧縮比 車 名 グ

ﾚｸｻｽLS

社会式株業工○○　 ( ○○○○○○ ).DTL,.OCLAIRTSADNI ＞会部品部トッニユ・会豊協＜

会
社
概
要

　〒　　○○－○○－○町○○市○○県知愛］社　　本［ ○○○ － ○○○○ 　電　 ○○○○ － ○○ － ○○○○
　］金本資［ ○億 ○○○ 　］数総員業従［　　　　○○○　○○　］者表代［　　　　　円万 424 名

）城安（行銀ＪＦＵ京東菱三）央中屋古名（行銀ほずみ］行銀引取［
、ドンエグンジウハ、ーバレトフシアロフ、ーバレルーロトンコトーモリ、ドッローレリ］品製要主［

アリャキヤイタアペス　　　　　　 yss'A ス、品部造鍛間冷どなーダルホ、ーターテストフャシ他のそ、
品部造鍛間熱どなルャシンレァフリ－ダイパ　　　　　　

ムラコ・ネパンイ］比成構［ TA ーバレ %63 、 TM ーバレトフシ %51 アリャキヤイタ、 %8 切造鍛、
品削　　　　　 %33 品造鍛間冷、 %2 他のそ、 %6

販
売
体
制

］績　　　業［
　　 6002 年 21 　　＝期月 897,51 　経（円万百 557 （率経）円万百　 %8.4 ）
　　 7002 年 21 　　＝期月 736,61 －（率経）円万百　－　経（円万百 %）
　　 8002 年 21 　　＝期月 002,51 －（率経）円万百　－　経（円万百 %）

］先引取要主［

車動自タヨト）先入納（ %08 車動自野日、ツハイダ、 %7.3 イェジ、イアーエ・ンシイア、
、トクテ BYK 車動自菱三、商通田豊、 %3 車動自産日、 ( 接間 %1.0) ダンホ、満未 %1 ツマ、

）接間（キズス、ダ %1 車動自ゞすい、満未 %2 ッミソ、ンョシーレポーコスクッレイハ、
川石ク

業工浜高、＞給支償有＜車動自菱三、＞給支償有＜車動自タヨト、商通田豊）先入仕（

のへタヨト
況状入納

納直）態形引取（

－ーバレトフシ）納直（ 41,4,3( ～ 62,22,91 ～ 73,33 ～ 44,24 ～ 45,25 ～ 85,65 ～ )16 シイア［同、
－］由経イアーエ・ン )7( －アリャキヤイタアペス、 )06,23,13,62,91,4( ドンエグンジウハ、
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◆ 申 込 方 法

 トヨタ自動車グループの実態 2010年版

※１ヶ月間の無料見本誌送付を希望　［　　　　　］

○チェック自動車産業レポート

■当社の定価および予約価格（発刊までの代金前納に限る）は、消費税込、送料込み価格です。但し、海外への発送費はお客様負担となります。
◎封筒に貼付してあります顧客ラベルで、住所・担当者変更等がございましたら、このオーダーフォームに新旧をご記入の上、ご連絡ください。

                                                   ■発　刊：２０１０年６月３０日　　　　　■体　裁：Ａ４判／９２６頁 部

◆第Ⅰ部では、トヨタ自動車の沿革、事業内容を群報するとともに、各種統計資料を用いて自動車産業における国内外での位置を明らかにしています。
また、乗用車、ＲＶ、商用車などの商品構成、エンジンなど各部位の概要や、安全、環境対応など既存技術と新技術を解説しています。
◆第Ⅱ部では、トヨタ自動車とグループ企業の国内生産体制に加えて国内販売体制を明らかにするとともに、各々の状況を車名別など各種統計を用い
て解説、また、今後の生産・販売計画、国内外での研究開発体制、設備投資状況についても解説しています。さらに、車体組立グループ企業との国内
外での提携概況についても明らかにしています。
◆第Ⅲ部では、2010年 1月から展開を始めた新原価低減活動「ＢＲ－ＣＩ(良品廉価、コスト、イノベーション)」を軸とするトヨタ自動車の購買部門
組織と戦略を掲載するとともに、協力会組織である協豊会の概要、同会加盟企業約215社からの車名別部品調達状況をみてみます。
◆第Ⅵ部では、トヨタ自動車の海外における四輪車事業を米州、欧州、アジア、その他地域に分け、各地域での現況と今後の動向を明らかにするとと
もに、輸出台数推移、輸出計画についても掲載しています。また、トヨタ自動車グループ企業の海外進出状況、計画についても合わせてみています。
◆第Ⅴ部、第Ⅵ部では、トヨタ自動車の運営体制及び全職制、グループ企業との資本・人事交流を明らかにするとともに、グループ各社、協豊会加盟
企業など710社余りの概要、取引状況、生産体制、事業計画を調査・報告しています。

〈　キ　リ　ト　リ　〉

［ 目 　 次 ］
第Ⅰ部　事業概要
　第Ⅰ章　会社概要
　　Ⅰ－１　沿革と事業内容
　　Ⅰ－２　内外自動車産業における位置
　第Ⅱ章　商品構成と自動車技術
　　Ⅱ－１　車種構成と車両概要
　　Ⅱ－２　技術概要と新技術
　第Ⅲ章　非自動車分野
　　
第Ⅱ部　生産・販売・研究開発戦略
　第Ⅰ章　国内生産戦略
　　Ⅰ－１　国内生産体制
　　Ⅰ－２　車体組立グループ各社の国内生産体制
　　Ⅰ－３　生産台数推移
　　Ⅰ－４　モデルチェンジと車名別生産台数推移
　　Ⅰ－5　生産戦略
　第Ⅱ章　国内販売戦略
　　Ⅱ－１　国内販売体制
　　Ⅱ－２　販売台数推移
　　Ⅱ－３　車名別販売台数推移
　　Ⅱ－４　販売戦略
　第Ⅲ章　研究開発戦略
　　Ⅲ－１　国内研究開発体制
　　Ⅲ－２　海外研究開発体制
　　Ⅲ－３　グループ各社の研究開発戦略

　

　第Ⅳ章　設備投資計画
　　Ⅳ－１　設備投資計画
　　Ⅳ－２　グループ各社の設備投資計画
　第Ⅴ章　国内自動車メーカーとの提携状況
　
第Ⅲ部　購買戦略
　第Ⅰ章　購買体制
　　Ⅰ－１　購買体制
　　Ⅰ－２　国内購買戦略
　　Ⅰ－３　協力会組織
　第Ⅱ章　部品調達
　　Ⅱ－１　車名別部品調達状況
　　Ⅱ－２　主要部品別調達状況
　
第Ⅳ部　国際戦略
　第Ⅰ章　輸出戦略
　　Ⅰ－１　輸出状況
　　Ⅰ－２　輸出計画
　第Ⅱ章　海外進出状況
　　Ⅱ－１　海外生産拠点と生産状況
　　Ⅱ－２　海外生産計画
　第Ⅲ章　米州戦略
　　Ⅲ－１　北米への進出動向・計画
　　Ⅲ－２　中南米への進出動向・計画
　第Ⅳ章　欧州戦略
　　Ⅳ－１　西欧への進出動向・計画
　　Ⅳ－２　その他欧州への進出動向・計画

　第Ⅴ章　アジア・中近東戦略
　　Ⅴ－１　東アジア地域への進出動向・計画
　　Ⅴ－２　アセアン地域への進出動向・計画
　　Ⅴ－３　その他アジア・中近東への
　　　　　　　　　　　　　　進出動向・計画
　第Ⅵ章　その他海外への進出動向・計画
　第Ⅶ章　グループ各社の海外進出動向

第Ⅴ部　トヨタグループの実態と
　　　　　　　　　　　　　資本・人事交流
　第Ⅰ章　トヨタ自動車の組織
　　Ⅰ－１　組織
　　Ⅰ－２　役員の担当分野と経歴
　　Ⅰ－３　職制と人事
　第Ⅱ章　グループの形成
　第Ⅲ章　グループ各社の資本・人事交流
　第Ⅳ章　グループ各社の紳士録
　第Ⅴ章　トヨタグループ
　　Ⅴ－１　生産関係グループ企業
　　Ⅴ－２　非製造業グループ企業

第Ⅵ部　協力企業の実態
　第Ⅰ章　協豊会加盟企業
　第Ⅱ章　その他協力企業

第Ⅶ部　協力企業リスト

定 価 ：６０，９００ 円


